
八重のドクダミだそう

です。

お参り先の奥様が嬉々

として、「珍しいでし

ょ。ぜひお持ちになっ

て。根がついたままだか

らお庭で増やして！」と下さいました。

う〜ん、珍しいですけど…所謂ドクダミ

ですよね。地植えなんかしちゃったら確実

に増えるので嫌です。境内にドクダミがは

びこっている景色をどうお思いになります

か？

ですが、せっかくのお気持ちなので、植

木鉢で育てることにします。広がらなけれ

ばヨシとしましょうか。 訶梨帝母

午後４時に、本堂の戸締りをする時に

「法螺貝」を吹く練習をする。山で修験者

が吹く凛々しい音ではない。毎日吹くこと

が肝心だと思っているが一向に上達しない。

私の法螺貝の音が聞こえてくると、近所の

犬が夕方の散歩に

行きたがらなくな

るらしい。近所の

工場で働く人も就業終了時間１時間前にし

て労働意欲を失くす。屋根の棟に止まって

いるカラスも転落しそうになる。私の法螺

貝の音を聞くと極度の脱力感に襲われるら

しい。確かにスカスカの情けない音だ。最

近ではその光景を見るのが快感となり、更

に磨きがかかってきている。 俊徳丸

先月に引き続き、今

月もバーゲンにかけつ

けました。大人の脳が

元気になる、という文

句に惹かれて購入にいたりましたが、小学

生の頃にタイムスリップして楽しんでおり

ます。倅に出来上がった形を見せれば、「お

星さま～」と言って応えてくれます。見せ

られる側になることを楽しみに励んでおり

ます。 やっさん

皆様観ておられま

すかな？もちろん

『鎌倉殿の13人』で

す。

写真は義経公のセリフ「この先、私は誰

と戦えば良いのか」ですが、この一言に源

平合戦が終わるということがどういうこと

なのかが示されていますね。法然上人の弟

子として第二の人生を生きることが出来た

熊谷次郎直実ですが、彼もまたどうしたら

よいのかと悩んだのでしょう。三谷幸喜脚

本としては最高の出来だと確信している大

河です。いよいよ夏ですから前半のクライ

マックスです。 征阿

久し振りに小説を

買いました。越後長

岡藩の一藩士であっ

た河合継之助は徳川

幕府の崩壊を見通し、家老に抜擢されて藩

政改革を行うも、北越戦争で壮烈に散る。

混沌の世だから読むべし。 迷走ボー
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酷暑が割いた老夫婦のお話

 穏やかな笑顔と柔らかな声、性格は慎まし

く、お茶を淹れるのがとても上手な嫗あり。

亭主関白の翁と二人で住んでいましたとさ。

 一昨年の七月のある日。それはそれは暑い

日の夕刻だったそうな。八十路の彼女は突然

「もう貴方とは暮らせません」と夫に宣言。

家出をしました。

 呆気にとられたのは息子、娘、孫たち。

「いやいや、六十余年も経って何をか言わん

や。お父さんが困るよ。食事の世話やら云々」。

そんな事は百も承知で家出した彼女。本気。

皆が初めて「意外と頑固」と気付いたそうで

す。やがて息子さん達もその意を汲み取り、

ならばと母に住まいを与え、置き去りにされ

た父には毎日食事を運び、親族全面協力のも

と、老夫婦の別居生活が始まりました。

 家出の原因は、長い時間ほんの少しずつ、

静かに降り積もった怒りと不満。といっても、

この年代の方々は「許容」という名の器が大

きく頑丈。普通ならそのまま偕老同穴を成就

されたことでしょう。ところが、コロナ自粛

生活の最中、ある日の夕刻の暑さが、彼女に

引鉄を引かせました。    

 「殿様気質の夫」は、日課だったカラオケ

喫茶が休店で家に引きこもり。元来のわがま

まっぷりにターボで拍車がかかりました。

 「夫に仕えてきた妻」は、定期的に出かけ

る習い事等が全てお休み。二人で引きこもる

生活は、うんざりするほど長くしんどい時間

だったそうです。

 さて、そんな別居生活も一年を過ぎた頃、

子らのサポートを受けながら、自由に気まま

に呑み明かし飽食の限りを尽くした夫は、持

病の悪化と認知症が進んで入院。そのまま数

ヶ月後に他界。亡くなる少し前に、彼女は息

子さんに連れられ病院へ面会に行ったそうで

す。意識がやや薄れがちな状態でも、長年連

れ添った妻の顔を見ると

「おお、久しいな。膝の調子（彼女の持病）

はどうだ」とおっしゃったとか。

「はいはい、随分いいですよ。お父さんも思

ったより顔色がいいですね」と最期の会話を

されたそう。彼女は、六十数年で初めていた

わりの言葉を夫から聞いて、憑きモノが落ち

たようにわだかまりが解け、仲直りをして、

旅立ちを見送ったという顛末。

 

 現在、お佛壇に美味しいお茶をお供えし、

日々夫を偲ぶ彼女。とてもお元気で、楽しそ

うに思い出話をなさいます。一年ちょっとの

お騒がせはありましたが、諍い果てての契り

だったと納得のご様子。ただ、

「あの暑い夕刻の西日が私をおかしくした」

と繰り返し言ってみえます。きっとそれは逢

魔時（おうまがとき）、暮れ六つ。

 さあ７月、今年

も暑くなるでし

ょう。皆様ご用心

ご用心。

             訶梨帝母
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たまごチャーハンの日 



『
私
説
法
然
伝
』(

８
９)

助
け
て
ほ
し
い
④

先
月
号
で
は
法
然
上
人
の
弟
子
に
な
る
武
者
・

熊
谷
次
郎
直
実
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
。
今
月
号

は
そ
の
続
き
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

【
一
の
谷
の
戦
い
、
源
平
合
戦
最
大
級
の
合
戦
で

あ
る
が
、
そ
の
全
体
像
は
実
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
。
義
経
の
逆
落
と
し
の
印
象
が
強
す
ぎ
る

せ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
戦
い
の
全
体
像
は
、
西
日
本

で
数
万
騎
ま
で
盛
り
返
し
た
平
家
軍
と
鎌
倉
方
の

本
体
源
範
頼
軍
五
万
六
千
騎
と
源
義
経
軍
一
万
騎

が
平
家
の
本
拠
地
で
あ
る
福
原
の
地
で
ぶ
つ
か
り

合
っ
た
戦
い
で
あ
る
。
一
の
谷
の
戦
い
と
は
、
福

原
の
地
の
一
部
の
地
名
で
あ
り
、
実
際
に
は
も
っ

と
広
範
囲
で
合
戦
が
行
わ
れ
た
。、
だ
が
源
義
経
と

い
う
日
本
戦
史
に
残
る
「
偉
業
」
を
達
成
し
た
男

の
影
響
度
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
一
の
谷
の
戦
い
、

一
の
谷
の
合
戦
と
後
年
呼
ば
れ
る
事
に
な
る
わ
け

で
あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
恐
ろ
し
い
の
が
、
義
経

は
七
十
騎
あ
ま
り
の
精
鋭
の
中
の
精
鋭
で
平
家
方

の
大
軍
勢
を
急
襲
し
た
事
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た

諸
説
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
鵯
越
」
伝
説
な
ど
も
あ

る
が
、
と
に
も
か
く
に
も
「
逆
落
と
し
」
と
い
う

軍
馬
に
ま
た
が
り
急
な
斜
面
、
お
お
よ
そ
馬
が
降

り
ら
れ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
な
い
山
か
ら
の
敵

部
隊
へ
の
奇
襲
作
戦
を
実
際
に
行
っ
た
の
は
、
ほ

ぼ
間
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
熊
谷
次
郎
直

実
と
い
う
男
は
そ
の
中
に
い
て
、
さ
ら
に
そ
の
中

の
先
駆
け
と
し
て
平
家
軍
へ
突
撃
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
結
果
、
平
家
軍
は
混
乱
し
な
が
ら
も

一
騎
駆
け
の
直
実
は
敵
に
囲
ま
れ
て
し
ま
い
、
一

歩
間
違
え
れ
ば
確
実
に
討
ち
取
ら
れ
て
い
た
と
い

う
。
直
実
と
は
、
ま
さ
に
坂
東
武
者
そ
の
も
の
で

あ
り
、
戦
ば
か
り
の
人
生
を
歩
ん
で
き
た
歴
戦
の

強
者
で
あ
り
、
戦
闘
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で

あ
る
。

合
戦
は
平
家
方
が
海
へ
と
逃
れ
る
形
で
終
わ
る
。

平
家
は
強
力
な
水
軍
を
持
っ
て
、
瀬
戸
内
海
か
ら

九
州
ま
で
を
支
配
し
て
い
た
。
逃
げ
る
の
も
当
然

海
で
あ
る
。
直
実
は
敵
、
つ
ま
り
「
首
級
」
を
求

め
て
馬
を
海
ま
で
進
め
た
。
そ
こ
で
遭
遇
し
た
の

が
平
敦
盛
、
若
干
十
七
歳
ほ
ど
の
若
武
者
で
あ
る
。

若
武
者
と
い
う
よ
り
は
、
ま
さ
に
平
家
の
公
達
と

い
う
風
貌
で
あ
り
、
美
し
か
っ
た
。
そ
し
て
平
家

の
公
達
と
し
て
、
実
に
堂
々
と
し
て
い
た
。
そ
の

敦
盛
を
馬
か
ら
引
き
ず
り
降
ろ
し
、
組
み
敷
い
て

首
を
切
り
落
と
さ
ん
と
す
る
そ
の
瞬
間
に
直
実
は

敦
盛
の
風
貌
に
ハ
ッ
と
息
を
飲
み
固
ま
っ
た
。
自

分
の
息
子
と
同
じ
ぐ
ら
い
年
齢
の
若
者
を
殺
す
事

を
た
め
ら
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
思
わ
ず
助

け
た
い
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
。
我
が
息
子
が
戦
の

中
で
小
傷
を
負
っ
た
だ
け
で
心
配
に
な
る
の
に
、

こ
の
若
者
を
討
ち
取
っ
た
ら
、
こ
の
若
者
の
親
は

ど
れ
だ
け
悲
し
む
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
ん
な
心
の

葛
藤
が
直
実
の
中
で
巻
き
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
。

あ
の
直
実
、
義
経
軍
と
い
う
最
前
線
の
中
で
さ
ら

に
先
駆
け
を
す
る
程
の
男
が
そ
う
思
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
。
だ
が
逃
し
て
も
い
ず
れ
背
後
か
ら

迫
る
味
方
の
軍
勢
に
追
い
つ
か
れ
る
の
は
間
違
い

無
い
。
敦
盛
に
泣
き
な
が
ら
必
ず
供
養
も
す
る
と

伝
え
て
討
ち
取
っ
た
。

直
実
は
よ
ほ
ど
こ
れ
が
堪
え
た
の
だ
ろ
う
。
歴

戦
の
強
者
が
戦
場
で
さ
め
ざ
め
と
泣
い
た
と
言
う
。

敦
盛
の
腰
に
一
つ
の
小
笛
が
あ
る
の
を
直
実
は
見

つ
け
た
。
昨
夜
直
実
が
聞
い
た
笛
の
音
色
は
こ
の

若
者
の
奏
で
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
笛
の
名
を

「
小
枝
」
と
言
う
。
】
以
下
次
号
に
続
く
（
征
阿)

さ
え
だ
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気づくのが遅くて夢物語に終

わってしまう計画をかいつまん

でご説明します。気楽に読み進めてください。

インキュベーターとは、新生児を育てる保

育器の意。 そこから転じて、創造性に富ん

だ技術、経営ノウハウ等を持つベンチャー企

業に、経営・資金調達など、企業運営に必要

なビジネス・技術サービスへの橋渡しを行う

組織を指します。

ローテクの最たる組織であるお寺で、ハイ

テク企業を育てようという計画です。

田舎の小さなお寺はやり繰りが大変です。

ただ、境内地にスペースの余裕があります。

ここへガレージと寝泊りできる小部屋を１つ

建てて企業を志す若者に提供するのです。

条件は１つ、お寺の弟子になって佛教の勉

強をしてもらうことです。修行者の道場には

固定資産税が免除されます。

Apple や Microsoft という世界的企業もステ

ィーブ・ジョブズやビル・ゲイツが自宅のガ

レージで研究を始めたのがスタートです。

研究者が開発中はお寺の仕事を手伝っても

らって、後継住職候補として育成します。お

寺の生産性が上がれば、経費はもちろん、上

手くいけば副住職としての給料も払えます。

研究が成功して、製品やサービスの商品化

の段階にきたとしましょう。宗教法人には 33

の収益事業が法的に認められています。「寺院

規則」（会社でいう定款）に１行追加すれば大

抵の分野に進出できるのです。（農業以外は）

事業が軌道に乗るまでは宗教法人の収益事業

の形をとり初期投資を抑えます。

同時に、お寺の無形の信用を借りるのです。

「お坊さんは嘘をつかないだろう」「お寺が間

違ったことをしないだろう」そう信じてくだ

さる方はまだ大勢おられます。

いよいよスピンアウトして株式会社設立の

段階に達したとします。最初の資金集めが難

しそうですが、お寺には代々の檀家さんから

頂戴した永代供養料が銀行の定期預金の形で

塩漬けにされています。檀家さんの了解をえ

て借りるのです。その上に出資者を募れば設

立資金集めの可能性はあります。

当山の周囲には耕作を放棄して荒地になっ

ている土地が幾らでもあります。事務所や工

場を建てて、地元の人々を雇用すれば地域経

済に貢献できます。

リーダーに最も必要な企業哲学は佛教の教

えをそのまま取り入れれば宜しい。松下幸之

助さんや稲森和夫さんなど数え上げればきり

がないほど。

社長としてお寺を離れる前に、弟子が次の

弟子を育成しておけば、お寺の後継者に不足

することはありません。

もし起業できなければ？ 起業家的行動能

力を備えた住職として跡を継いでもらえば宜

しいのです。 迷走ボー
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